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　人間が五感により外界の情報をセンシングする割合は，
視覚が約 8割，聴覚が約 1割で，残りの 1割を触覚，嗅
覚，味覚の順に占めると言われている．人以外の動物に
おいては，嗅覚の占める割合はもっと大きく，生命維持
に欠くことのできない重要な感覚である．人間にとって
嗅覚はそれほど重要でないように思われがちだが，嗅覚
信号は原始的感覚の中枢である大脳辺縁系へ直接入力さ
れるため，快不快に大きく影響する．古くから行われて
いるアロマセラピーなどは，このことを利用して人間の
精神状態を安定させることを試みてきた．
　しかしながら，香りの情報処理は現在までほとんど手
つかずの状態と言ってよい．これは，嗅覚メカニズムが
解明されてきたのが 1990年代以降であり，40～ 50万
種類あるといわれる香気成分を表現するための「原臭」
（画像信号の RGBに相当）が発見されていないため，香
り情報を一意に記号表現するのが困難であることが大き
な要因である．すべての香り情報を視覚・聴覚情報であ
る映像・音声情報のように統一的に扱うためには，入力
系での安定したセンシング，センシング結果の記号化お
よび記号処理，人間または環境への制御された香り出力
が必要である．ある特定の香気成分に反応するセンサは
存在するが，万能センサの開発はきわめて難しく，リア
ルタイム性を確保するとなるとさらに困難さが増す．ま
た出力系でも，すべての香りを正確にコントロールして
発生させるような嗅覚ディスプレイの実現は容易では
ない．
　我々のチームでは，香りを主に VRシステムで利用す
ることを研究する上で，香り情報処理のアプローチを模
索してきた．上で述べたように香りを統一的に扱うプラ
ットフォームが困難となると，アプリケーションごとに
システム構築を考える必要がある．すなわち，調香師が
パーミル（‰）単位で香りを調合するようなシステムと，
映画に香りを付加して楽しむようなシステムは，別な考
え方で構築すべしということである．我々は，前者の例
のように正確な香り情報を必要とするアプリケーション

より，映像・音声といった他のメディアに香りをミック
スして，臨場感を高めるようなケースを想定した．この
場合，映像・音声が主であり，香りはあくまで従である．
　映画を例にとって考えてみよう．映画のシーンには，
登場人物や背景が写された映像や人の会話など，直接的
なメッセージのほかに，シーンの雰囲気を盛り上げるた
めのバックグランドミュージックという間接的なメッセ
ージが多用されている．「楽しい」「悲しい」「怖い」「ロ
マンチックな」場面でのバックグランドミュージックの
使い方は，作品を仕上げる上でまさに制作者の腕の見せ
所である．
　振り返って香りの使い方を考えてみると，臨場感を増
すために用いる香りの役割は，このバックグランドミュ
ージックの役割と同じである．バックグランドミュージ
ックのアナロジーがモダリティの異なる香りにそのまま
適用できるのではないか，というのが「背景香」という概
念の誕生のきっかけであった．
　香り自体はユニバーサルな存在であるが，その使われ
方や感じ方は国や地域によって大きく異なり，文化に依
存するものである．日本文化の中に見られる香りに対す
る日本人の感性に加え，香り入出力デバイスの開発力が
活かされれば，香り情報処理は我が国がリードできる分
野であると筆者は考える．
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